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「さ ま よ うこ と」 の意 味
『間違 いの喜劇』試論
柴 田 正 樹
『間違 いの喜劇』 の眼 目は,容 姿 も名前 も服装 まで も'同じ二 組の双子 が
取 り違 えられる ことによって 生 ず る混 乱 にある。 この劇 の 粉 本 とされ る
Plautusの『メナエ クム ス兄弟』 でほ取 り違 えられ る双子 は一組 だ ったが,
Shakespeareはさ らに一 組 を加 え,し か も実 に完璧 な人違 いを描 いてみせ
た。 と言 って も,こ の完璧 さ,鮮 か さは取 り違 えにつ きま とう難 点 を物語
の 中で一 つ一つ合理 的に解決 して得 られた もの ではな く,逆 に登場人物 の
反応 を単 純化す るこ とに よって実現 した もの である。例 えば,Antipholus
兄 の妻Adrianaは弟 の方 を夫 と間違 えるのだが,弟 の 当惑が あれほ ど激 し
いのに,彼 には夫 として の義務 を果 す よ うに と型通 りの対 応 をす るだけで,
彼 が夫 と違 うのでは ないか とい う疑 問は一沫 も抱 かな い。Adrianaが嫉 妬
で興奮 して いた として も,冷 静 な彼女の妹Lucianaならば,そ の点 に気が
つ いて も良 か っただ ろ う。 ところが彼女 にさえ義 兄 であるはずの 人物 が,
なぜ 奇妙 な態度 を とるのか,そ の内面 ・心理 を理 解 し,通 じ合お うとす る
様 子が ないので ある。 と言 うよ り,そ んなこ とな ど彼女 は まるで問題 に し
て いない。
If you did wed my sister for her wealth, 
Then for her wealth's sake use her with more  kindness  ; 
Or if you like elsewhere, do it by stealth, 
Muffle your false love with some show of blindness. 
Let not my sister read it in your  eye  ; 
Be not thy tongue thy own shame's  orator  ; 
Look sweet, speak fair, become  disloyalty  ; 
Apparel vice like virtue's  harbinger  ; 
                       40
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Bear a fair presence, though your heart be  tainted  ;
Teach sin the carriage of a holy saint, 
Be secret  false  ; what need she be  acquainted  ?
What simple thief brags of his own  attaint  ? 
'Tis double wrong to truant with your bed
, 
And let her read it in thy looks at  board  ; 
Shame hath a bastard fame, well  managed  ;
Ill deeds is doubled with an evil word. 
Alas, poor women, make us but believe 
(Being compact of credit) that you love  us  ; 
Though others have the arm, show us the  sleeve  .... 1) 
                              (III. ii. 5-23)
表面的に夫婦関係が円滑に機能す るなら内面は問題にならない。人間関係
において実質よりも形相 ・役割が重視 される。Shakespeareは取 り違えら
れる本人らと最 も近い関係にある登場人物たちからす ら人間の内面への視
線を排除して しまった。そして,彼 らの反応を単純化す ることで大団円に
至るまでその思い込みを完全なものとすることができたのである。勿論,
このことによって 『間違いの喜劇』がある種の深みを失 っていると言 うこ
とはできるのだが,け れ どもこの機能主義的な単純さは思いの他,問 題を
はらんでいるように思われる。
実質よ りも形相 を重視する態度,内 面のつなが りよりも関係の円滑 さを
優先する態度はEphesusを舞台にこの劇に描かれた人間関係の特徴であ り,
そのことは登場人物が 法や制度の規定 に何 よりも忠実であると いう事実
に最 も良 く示 されている。 この劇がまず我々に伝えるのは,Syracuseと
Ephesusの通商関係上の対立の故に報復措置としてできた苛酷な法の存在
である。Ephesusの統治者たる公爵は,こ の法 に従いSyracuseの商人で
あるというだけでAntipholus兄弟の父Egeonを死刑に しなくてはならな
い。もっとも高額の科料 を支払えば死刑は免がれるのだが,Ephesusに身
寄 りのないEgeonにそのあてはなかった。登場人物の中で最 も人間味の
ある公爵は何 とか彼を助けてや りたいと思 うものの,RichardIIのように
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決め られた こと を気 ま ぐれ に変 え るこ とはで きない。
一幕一場 にはEgeonを襲 う圧倒 的 な死 の影 が感 じられ るが,死 が圧 倒的 な
のは,そ れ を規定 して いる法 が王権 でさえ揺がす こ とので きない力 を持 っ
ているか らなの であ る。
法へ の絶対的服従 は,人 違 いの混乱 の末に首飾 りの代 金 を払わ な い と不
当に逮捕 され るAntipholus兄が,に もかか わ らず警 吏に向か って
Idoobeythee,tillIgivetheebail.(IV.i.81)
と従順 な態度 を示す 部分 に も明 らかだ ろ う。 また,Adrianaが夫 を家 に連
れて帰 ろ う と彼 を警吏か らむ りや り奪 お うとす る と,当 の本人は
1
と言い,警 吏は
と言うりだが,い ずれのセ リフも二人の意識が奇妙に法的規定に囚われて
いることを示 している。主人にへ らず口ばか りたたいているDromio弟に
しても
と,社会 を組織化 している制度や規則,そ れによって規定され る人間関係
のあり方を踏みはずすことは決してないのである。
Ephesus社会の入間関係を構成するものとして,法 の他に商業取 り引き
を見逃すこ とはできない。すでに指摘されているように,舞 台には直接あ
らわれない ものの,こ の劇は一方に市場の存在を,他 方に港の存在 を強 く
感 じさせる。2)すなわちEphesusは商業都市であ り,実際,舞 台に登場す
Now trust me, were it not against our laws, 
Against my crown, my oath, my dignity, 
Which princes, would they,  may  not disannul, 
My soul should sue as advocate for thee  .... (I. i. 142-145)
               Thou jailor, thou, 
I am thy  prisoner  ; wilt thou suffer them 
To make a  rescue  ? (IV. iv. 107-109)
He is my  prisoner  ; if I let him go 
The debt he owes will be requir' d of me. (IV. iv. 115-116)
For servants must their masters' minds fulfil. (IV. i. 114)
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る商入は商用のため忙 しく飛び回っている。Ephesusの入間は契約によっ
て も関係 を結び合 ってお り,この劇で頻繁に行なわれる首飾 りとか金 とい
った物品の交換は,こ の契約による関係性 という特徴 を視覚化 した表現だ
と言えるだろう。
しかも契約は法 と同 じくらい強い拘束力を持ち,こ れに違反することは
できない。違反すると情が介在す る余地な く厳罰が与 えられる。ささいな
ものなが ら,この劇にたびたび見られ,特 徴の一つ とも言える暴力は,ル
ールに違反 した時に生 じる制裁である。Dromio兄弟は主人の命令 を良 く
守っているのだが,人 違いが災いして,い つ も言い付けを守っていないよ
うに思われ,殴られる。四幕一場の冒頭,商人はAngeloから金を取 りたて
るのに,いきなり役人 を同行 して くる。商人が何度も催促 したのにAngelo
が金を払わないというのであれば,役 人を連れて くるのは理解できるが,
彼は今まで一度も催促は していない。支払い期 日が過 ぎているとはいえ,
突然すぎはしないだろうか。恐らくこの唐突さはルールの厳 しさを印象づ
けるための演出なのであろう。ルールの背後には常に脅 しがある。Dromio
弟の警吏に対する発言は端的にこのことを示 している。
警吏は悪人を捕 えるための,社 会の健全さを維持するための存在ではない。
ルール違反 を取 り締 まるための存在なのである。このように,こ こにある
のは情によるつなが りというより,法や契約 といった外的な規則によって
形成される表層的な人間関係である。
Ephesusは関係性の強い社会だ。それを構成する人間は㍉極端に言えば,
法や契約によって生ずる関係のネットワークの項にす ぎない。項にとって
大切 なのはネ ットワー クが円滑に動 くよう機能することであり,その役割
を果 しさえすれば,そ の人間の本性 といった実質的な部分は問題にな らな
い。社会の規則が絶対 であ り,それによって生ず る関係が絶対である限り,
形相は充分保証された もの となっているからである0
Ay, sir, the sergeant of the  band  ; he that brings 
any man to answer it that breaks his band.... (IV. iii. 29-30)
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これ を逆 の見方 をす れば,関 係 が絶対 であればあ るほ ど,そ の社 会は個
人 をその大 系内 の特定 の位 置 に固定 しよ うとす る,と い うこ とにな るだ ろ
う。夫が 浮気 を してい る と思 い込 んで いるAdrianaは,自 分 の 口か ら,
また召使 いのDromio兄の ロ を通 して幾度 も 「家に帰 って」 と繰 り返す 。
つ ま り夫 が夫 としての義務 を果 す こ と,そ の義 務 を果すべ き場所 に居 るこ
とを何 度 も要請 す る。 そ して,こ れ は勿論,双 子の混 同の ため なの だが,
夫は頭が おか し くな って 自分 の言 うこ とを聞 いて くれ な くな った と思 った
時,彼 を縛 って家 に閉 じこめ てお こ うとす る。先 の警吏 を評 したDromio
弟の セ リフ に も見 られ る ように,こ の劇 に お いては 「縛 る」 をあ らわす
r"b
ond"ない し"band"とい う語 には 「契約」 の意 味がか け られて い るこ
とに注意,しなければ な らない。Ephesus社会 では個 々人は契約 を結 ぶ こ と
に よって関係 の網の 目の中の一定 した位 置,つ ま り役 割 を得 る。夫 として
の義務 を果 た さないAntipholus兄は,こ の網 の 目か らはみ出 して いるわ
け で,「 縛 る」 とは,す なわ ち,彼 をも う一度契約 関係 の大系の 中に組 み
入れ るため の象徴的行為 なの である。 ・1
関係 の網 の 目か らはみ 出 した存在は大系 を混乱 させ る危険分子 であ り,
Ephesus社会は これ を縛 り定位 置化 しなければ な らない。が,こ の劇 の主
人公で ある二組 の双 子 とその両 親が あ らわ して いるのは,ま さにその よう
な力 を乱す 力 なのであ る。Ephesusが固定化 す る社会 な ら,彼 らは 「さ ま
よう」点 に特徴 があ る。劇 の冒頭でEgeonが 語 るのはDromio兄弟 を含
む彼の一家 が海 で遭 難 し,つ いに別 れ別 れに なって しまった とい う「漂流」
の物語,あ るいは兄 を求め てAntipholus弟が,か っEgeon自身が さ まざ
まな地 を 「放 浪」 したこ との物語 であ る。人違 い され て家 に入れ て もらえ
な いAntipholus兄は友人 と町 を 「うろつ き」,また 自分 を捕 えよ うとす る
妻か ら逃 げ 回る。弟 の方 もDromio兄弟 も宿へ港 へ と町 中 をめ ま ぐる し く
厂移動」す る。 第五幕 では夫 を町 はずれの修道女 院に追 い込んだ はずなの
に,そ の彼が全 く別 な場 所か ら現 われ,Adrianaを驚かす 場面が あ る。勿
論,も う一 人のAntipholusが出て きた だけ の話 なの だが,そ うとは知 ら
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ぬ 妻は この神 出鬼 没さに
witnessyou
Thatheisborneaboutinvisible....(V.i.186-187)
と叫ん で しまう。 こ うした双子のせ わ しな い移動,と らえ どころのな さは,
彼 らが 関係性 の ネ ッ トワー クか ら逸脱 して いる ことを あ らわ して いる。
EphesusにAntipholus兄とDromio兄しか居 なか った時は,彼 らは大系
内に揺 ぎない位 置 を しめていた。 ところが顔 も服装 も同 じ弟 た ちが,し か
もEgeonによれ ば 「末 っ子 なが ら長 男 として育て た」(Myyoungestboy,
andyetmyeldestcare(1.i.124))とい う取 り換 え可能 な同類項の 出現 と
同時に,欲 す る欲 しないにかかわ らず,彼 らは定位置 を失 い,関 係性 のネ
ッ トワー クか らさまよい出 し始め た。この劇 の眼 目である混乱 とは関係 性
の混乱 である と言 えるだ ろう。
厂さまよ う」という意味 は意外 な ところに も隠れ ている。この劇 の底 本 と
な った 『メナエ クムス兄 弟』 では,双 子 の混 同 をさけて兄 にSurreptus,弟
にSosiclesとい う名称が与 え られてい る。 『間違 いの喜劇 』の 四つ 折判 を
み る とAntipholus兄にSurreptusの名称 が用 い られてお り,モ デル にな
った人物 の名 をその まま踏襲 してい るこ とがわか る。3)ところが,メ ナエ ク
ム ス弟 にあた るAntipholus弟には作者 はなぜ かSosiclesではな くErrotis
な い しErotesとい う名称 をあてが った。 なぜ 名称が変更 されたのか,ま
た,こ の名に こめ られ た意味は何 なのか。 これに は諸説 あ り不 明 の点 も多
いのだが,ど うもラテ ン語 の 「さまよ う」 を意 味す る"errare"を変形 した
造語 であ る とい う点 は間違 いない ようだ。 言葉 の重層 的な使 い方 を得 意 と
したShakespeareだか らErrotis,Erotesにこめ られた意味 を厂さまよ う」
一 つに限定す るこ とはな いが,し か し名称 の変更 をこの劇 を貫 く一 つの発
想の線上 に とらえ ることは十分可 能で はな いだろ うか。
しか も"errare"は劇の題名 にあ る"error"の語源 であ り,実 際"error"
には 「さ まよ うこ と ・漂 流」 の意味が あ る。す なわ ち,こ の劇 の タイ トル
は 「さ まよ うこ との喜劇 」 ともとるこ とが で きる。 さまよ うこ とに よって,
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と言 うよ りそれ と同時発生 的に関係性 の大 系が乱 れ,人 違いや間違 いが生
じたのであれ ば 「さ まよ うこ と」は 「間違 うこ と」 だ とも言 えるだ ろ う。
この劇 にあ っては,"error"とい う語 は地 口的に;つ の現象の不可 分な関
係 を暗示 して いるのであ る。
『間違 いの喜劇』 は 「さ まようこ と」,つ ま り関係性 の大 系か らの 逸脱 を
描いてお り,そ の喜劇性 は 「さ まよう」 とい う情況か ら生 み出 され る。今
みた 「間違 え るこ と」 は その喜劇性 を構成す る要素の一つ ではあ るが,し
か し 「さま ようこ と」 と結 びつ いてい るのは これ だけではない。恐 ら くこ
の点 を探 る上 で,最 上 の手掛 りとな るの はrさ まよ う」 を表す語群 の 中で
も"lose"とい う語 ではないだ ろ うか 。
Syr. Ant. Farewell till  then  : I will go lose myself, 
   And wander up and down to view the city. 
First Mer. Sir, I commend you to your own content. Exit. 
Syr. Ant. He that commends me to mine own content 
   Commends me to the thing I cannot get. 
   I to the world am like a drop of water 
   That in the ocean seeks  anotherdrop, 
   Who, falling there to find his fellow forth, 
   (Unseen, inquisitive) confounds himself. 
   So I, to find a mother and a brother, 
   In quest of them, unhappy, lose  myself. (I. ii. 30-40)
こ こは この劇 で最 も重要 な水滴 の比 喩が でて くる箇所 として幾度 も引用 さ
れ た,い わ ば出だ しの感 どころに当 るの だが,こ こに"lose"が二度 でて く
るのはやは り意 味が あ る。 ここでは 「あ て もな くさまよ う」の意味 で使 わ
れてい るが,そ れ は同時に 「失 う」 こ とと関係 が あるのだ。 まず,そ れは
財産 を失 うことを意 味す る。Ephesusの人間は契約 に よる関係性の ネ ッ ト
ワー クの 中に生 きてお り,こ の契 約に よって財産 を築 き維 持 して いる。 と
い うこ とは 「さまよう こ と」 に よって,こ の契約 の大系 か らはずれ ると財
は「失 われ る」,少 な くとも極 めて不安定 な状 態に な るだ ろう。 この劇 の 多
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くの登場 人物が 金銭 を失 うとい、う不安 を覚 え るのは恐 ら くこのため である。
Antipholus兄に首飾 りを作 ったAngelo,彼に金 を貸 した商 人,娼 婦,ま
た間違 ってEphesus社会 に組み込 まれたAntipholus弟も,人 違 い,つ ま
り「さまよ うこと」,関係 の網 の 目か らの逸脱が原 因で金銭 や金 目の物 を,
「失 い」 そ うにな る。 ここ まで くる と,「 さまよい」か っ他 を 「さまよわ
せ る」 のは双子 た ちだ けでな く,Ephesus全体が その ような存 在 と化す こ
とに な る。大系 の一 部 の混乱 は 「間違 う」,「失 う」 とい う行為 を通 じて全
体に 波及す るの であ る。
「失 う」 とは また 「アイデ ンテ ィテ ィー を失 う」 とい うこ とで もある。
Ephesusの人々が形相化 され,関 係 として存在す る傾 向 にあ るこ とは先 に
述べ た。各 人が個 として確 立 した存 在であ るな ら,'関係 性 を失 って もアイ
デ ンテ ィ『テ ィー の混乱 は起 きに くいはずだが,そ うした本質 的な部分 は軽
視 され,個 としての存 在はか な りの部 分 を関係性 に よつて支 え られ ている。
とす れば,関 係性 の網 の 目か ら'はみ出 る と,た ち まち 自分 の存 在が あや う
くな るわけ だ。1
Syr.  Dro. Do you know  me  sir  ? Am I  Dromio  ? Am I your 
 man  ? Am I  myself  ? 
Syr. Ant. Thou art Dromio, thou art my man, thou art 
   thyself. 
Syr. Dro. I am an ass, I am a  woman's man, and besides 
  myself. (III. ii. 72-77)
この二 人の掛 け合 いはア イデ ンテ ィテ ィー の混乱 をコ ミカルにあ らわ して
い るだ ろ う。弟の ロバ になる とい う感覚 とパ ラレル な意識 がみ られ る こと
か ら,Dromio兄も同 じ状態 に陥 つてい ることが わか る。
Eph. Ant. I think thou art an ass. 
Eph. Dro. Marry, so it doth appear 
   By the wrongs I suffer and the blows I  bear  ; 
   I should kick, being kick' d, and being at that pass,
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Antipholus弟はLucianaに求愛 す るが,彼 を姉 の夫 と思 って いる彼女 に
諌 め られ,1
C.Rい ・
、あ 幣 嚇,_...,、...,
Knownuntothese,andtomyselfdisguis'd....(II.ii.214)
と一人 こち.る。Antipholus52.はこれ ら三者 より自己のア イデ ン,ティテ ィー
に確 信 を持?て い るよ うだカざ,他人の 目か らみ ると決 して確 固た る もの で
はない。彼や 彼の妻が語 る混乱 の物 語 を聞 いて公爵 は,
,1
1thinkyouallhavedrunkofCirce'scup....(V.i.271)
と 叫 ぶ 。 オ デ ュ ッ セ ウ ス の 部 下 を 豚 に 変 え た サ ▽ シ ー の 酒 を 飲 ん だ の は,
Antipholus兄だ け で は な い 。 公 爵 はEphesusの 人 全 て が そ う だ と 言 っ て
い る の だ 。 次 の 例 で はAdrianaとLucianaとAntipholus弟の ア イ デ ン テ
ィ テ ィ ー が 木 り乱 れ る 。
Luc.Whycallyou.melove?Callmysisterso.
Syr.Ant.Thysister'ssister.
Luc.That'smysister.
Syr.Ant.No,
You would keep from my heels, and beware of an ass. 
                           (III. i. 15-18)
Against my soul's pure truth, why labour you 
To make it wander in an unknown  field  ? 
Are you a  god  ? would you create me  new  ? 
Transform me then, and to your power I'll yield. 
                             (III. ii. 37-40)
   It is thyself, mine own self's better part, 
   Mine eye's clear eye, my dear  heart's dearer heart, 
   My food, my fortune, and my sweet hope's aim, 
   My sole earth's heaven, and my  heaven's claim. 
Luc. All this my sister is, or else should be. 
Syr. Ant. Call thyself sister, sweet, for I am  thee.... 
                             (III. ii. 59-66)
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関係性の破綻か らEphesusの人々のアイデンティティーはなし崩 しに され
ていく。それは海の中で形を失 う水滴というこの劇の支配的な比喩が示す
状態に他な らない。
「さまよう」とは既存のシステムを逸脱する行為であ り,システムを構成
する個の,一 見確立された ものと思 えるアイデンティティーが幻想である
ことを暴露 し,個 を支えていたはずの法と,そ れから生まれる関係の絶対
性を宙づ りに してしまう。けれ ども 「さまようこと」が持っているのは否
定的な力だけではない。単に否定的な力であれば 「さまよう」ことで,ア
イデンティティー を失 った双子たちは自我が崩壊 して しまっだろっ。が,
実際,彼 らを襲 うのは変身 ・生 まれ変わるという感覚 であり,元のア イデ
ンティティーは失われるけれども,それは彼 らの崩壊にはつ なが らない。
変身とはアイデンティティーの流動現象である。兄 と弟,姉 と妹 の立場が
互いに他へずれこみ,あ るいは人間以外の何物かにアイデンティティーが
流出する。この流動性は古い関係態にとっては破壊的だが,逆 にまた新し
い関係性 を模索する運動 とも考えられるだろう。例えば,元 の関係態にお
いてはAntipholus兄とLucianaの結びつ きはありえないが,「さまよい」
の状態では弟が彼女に求愛す る場面にみ られるように,Lucianaと義兄 と
いう,このありえない関係が生ずる。あるいはDromio兄と料理女の夫婦
関係に弟がずれこみ,こ れもまたありえない関係が誕生する。これが現実
化す るか どうかは別にして,少 な くとも今 まで存在しなかった人間関係が
流動性の中で生ずることは確かだ。つまり,この流動性は破壊する力であ
ると同時に,新 しい関係性の可能性 を生み出す運動でもある。「さまよう」
とは,そ れ故両義的であ り,この劇が混乱に終わらず,双 子のアイデンテ
ィティーが確認され,Ephesusが新 たな秩序へ と向か うのは,「さまよう
こと」が持つ再生への力が前景化されて くるからである。ここに 「さまよ
うこと」の今一つの意味がでて くる。
But here must end the story of my life, 
And happy were I in my timely death,
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Could all my travels warrant me they live. (I. i. 137-139)
これはEgeonの放 浪の物語の締め く くりだが,最 終行の"trave1"は彼の
「さまよい」 を表す と同時に"travai1"「お産」 で もある。 この二つ の語 は
元は同 じ一つ の語か らで きた もので,Shakespeareの時代 では両者 は区別
されて いなか った。同様の例が,今 度は双子 の正 体が確 認 されてむ か える
大団円 でのEmiliaのセ リフにみ られ る。
Thirty-three years have I but gone in travail 
Of you, my sons, and till this present hour 
My heavy burden ne' er delivered. 
The duke, my husband, and my children both, 
And you, the calendars of their nativity, 
Go to a gossips' feast, and joy with me, 
After so long grief, such felicity. (V. i. 400-406)
Egeonの旅 も先の 引用 の直前 で"1abour"と表現 され てい るが(1.i.130),
これ も彼 らの放 浪が同時 に出産 で ある ことを示唆す るだ ろ う。 ア ジア のは
てまで旅 を したEgeonが 死 刑 の宣告 を受 け,け れ ども一 日限 りの猶余 を
与 え られ る とい う一幕一場 の緊迫感 は,こ こで魔法 の ように出産 前の 緊迫
感 にす り変 わる。そ して,一 家が再会 し,混 乱が解 決 され る時,つ ま り,
「さ まよい」 が終結す る時,そ れ は無事 出産が終 わ る時で もあ るの であ る。
勿論,双 子 の再 生はEphesus全シス テムの再 生 を余儀 な くす る。 『間違
いの喜劇 』 は古 い関係態 が崩 れ,新 しい関係態 が誕生す るまでの,い わば
再生劇 だ と言え るだ ろ う。第五幕 で修 道女院 院長EmiliaはAdrianaに夫
の乱心 の理 由を問 う と,浮 気 が原 因 とい う答が返 って くる。
Abbess. You should for that have reprehended him. 
Adr. Why, so I did. 
Abbess. Ay, but not rough enough. 
Adr. As roughly as my modesty would let me. 
Abbess. Haply in private.
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 Adr. And in assemblies too. 
Abbess. Ay, but not enough. 
Adr. It was the copy of our  conference  ;
   In bed he slept not for my urging it, 
  At board he fed not for my urging  it  ; 
   Alone, it was the subject of my  theme  ;
   In company I often glanc' d at  it  ; 
  Still did I tell him it was vile and bad. 
Abbess. And thereof came it that the man was mad. 
   The venom clamours of a jealous woman 
   Poisons more deadly than a mad dog's tooth. (V. i. 57-70)
Emiliaの質 問は まさに狡 猾 とい うにふ さわ しい。彼 女の 目的はAdriana
のあ る側 面,夫 を定位 置に抑 えつ け ようとす る欲望 をひきず り出し,こ れ
に強烈な否定 をつ きつ け るこ とであ る。夫 を縛 り・家に閉 じ込 めてお こ うと
す るAdrianaを拒絶す る とは,古 い関係態 を象徴 的に拒絶す ることではな
いだ ろうか。 これは新 しい関係態 を生 む前 の儀 式の よ うな ものであ る。 そ
して混乱が終 わ り,父 の科料 を払 お う とす るAntipholus兄に公爵 が,
It shall not need, thy father hath his life. (V. i. 390)
と言 う時,あ れほ どEphesusの人々が 忠実 だ った法 は効 力を失 い,-新たな
関係 態の形成 が始 まる,少 な くともその予 感が与 え られ るのであ る。再生
とい う喜 ばし さ,こ れがア イデ ンテ ィテ ィーの 混乱のおか しさ と並 んで,
この劇 の喜劇性 を構成 す る要素 なので ある。
『間違 いの喜劇』 に ある のは 二つ の 力 だ。 一つ は 関係態 とい う暴力 を
背後に秘 めた束縛す る力であ り,も う一つ はそ のよ うな定位置化 を脱け出
し,同 時に新 たな差 異 と対 立の体系 を形 成す る 「さ まよい」 の力であ る。
Ephesusが詐欺 師に満 ち,肉 体 を変形 す る魔女 がい る とい う評 判 を とって
い るところをみ ると(1.ii.95・105),ここでは幾度 も 「さまよい」の状 態が発
生 したに違 いない。我 々 はこの周期 的 な運動 のワ ン ・サ イ クル を目撃 した
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のであ る。
恐 ら くEphesusには いずれ新 たな関係態 が確 立 され るだ ろ う。けれ ども
劇 としての 『間違 いの喜劇』 はその よ うなヴ ィジ ョンを与 えて終 わ るわけ
では ない。Dromio兄弟 は どち らが先 に修 道女院 に入 るか で譲 り合 う。劇
は この譲 り合 いに結着 をつ け る兄の言葉 で終幕 を迎 える。
Nay then,  thus: 
We came into the world like brother and brother, 
And now let's go hand in hand, not one before another. 
                                   (V. i. 423-426)
「さまよい」 は終 わ った。け れ ども序列 も区別 も未 だつ いては いない。 こ
こに あるのは二つ の力のは ざ まに あるユ ー トピア的 と言 って もいい一瞬 で
あ る。 そ して この希 有の,け れ ど も確 かな形 を与 え られた瞬間 こそ 『間違
いの喜劇 』が 我々に与 える最 終的 ヴ ィジ ョンなのであ る。
註
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現 在 は シ ス テ ム 内 に 定 位 置 を保 っ て い る が,実 は そ こに 正 当 な 起 源 を もた ぬ
故,い つ シ ス テ ム を乱 す か も知 れ な い 力 を もつ 。 双 子 の 名 称 は い ず れ も シ ス
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